
 

 

 

 

 

 

 

 

         

心の目で… 

                        校 長  中 島  悟 
８月２０日（日）に岩槻まつりが開催されました。本校の鼓笛隊（６

年生）が４年ぶりにパレードに参加しました。暑い中でしたが、子ども
たちは一所懸命頑張り、素敵な演奏を披露してくれました。子どもたち
を支え、お手伝いいただいたＰＴＡ役員の皆様、沿道から温かい声援を
くださった保護者・地域の皆様、ありがとうございました。また、８月
２６日（土）のＰＴＡ親子除草には多くの児童、保護者の皆様にご参加
いただきありがとうございました。お陰様で、さわやかに２学期を迎え
ることができました。 
 
さて、私は夏季休業中に、四国・高知への旅に出ました。 
高知からは、高知自動車道を走り、終点：四万十町中央ＩＣまで行きました。そこからは、国道３８

１号線で江川崎を目指しました。この３８１号線は、ひたすら四万十川に沿った道で、気持ちのよいドラ
イブが楽しめました。四万十川と言えば、沈下橋。まずは最初に見えた沈下橋（上岡沈下橋）に寄ってみ
ました。橋は車で通行することもできますし、徒歩でも渡れます。ちなみに、沈下橋とは、増水時に川に
沈んでしまうように設計された欄干のない橋のことです。江川崎を少し過ぎると、また沈下橋が見えて
きました。岩間沈下橋です。川が大きく蛇行した地点にかかっていて、流れも緩やかな場所のため、絶景
でした。太陽の光が反射した水面は、よりきらきらと輝いて見え、とても綺麗でした。時を忘れ、見つめ
ていると、ある短歌が脳裏をよぎりました。 
四万十に光の粒をまきながら川面をなでる風の手のひら  
現代短歌の第一人者として活躍する俵万智（たわらまち）さんの歌です。優しいそよ風を受けて、き

らきらと光る川の美しい風景を詠んだ歌です。「風が手のひらで川面をなでる」という擬人化による表現
が特に印象的です。実際にこの地に立ち、じっと心の目で見るようにしていると、確かに、風がまるで生
きていて自分の意思で川をなでているかのような光景が浮かんできます。四万十川の美しさと共に、「心
の目で見る」大切さを改めて感じたひとときでした。 

翌日は仁淀川を訪ねました。「仁淀ブルー」で有名な？安居渓谷に行きました。天候に恵まれず、残念
ながら、思い描いていたような絶景を見ることはできませんでした。あきらめきれず、車を進めると、安
居川と土居川が合流するあたりで、句碑が目に飛び込んできました。明治から昭和時代にかけ、各地を放
浪しながら句を詠んだことで知られる種田山頭火（たねださんとうか）の句です。 
山のよろしさ 水のよろしさ 人のよろしさ  
滞在時間が長くはなかったため、この句の「よろしさ」に十分触れることはできませんでしたが、こ

の場所から川の流れや山々を見てると、山の静けさや澄んだ水の美しさが感じられ、目には見えないけ
れど、この土地には、心温かい人々が生活しているのだろうと、容易に想像できました。目に見えるもの
だけでなく、目に見えないことも、心で感じることの大切さに改めて気付きました。そんなことを考えて
いると、以前読んだ、『星の王子さま』（サン=テグジュペリ作）の一節にある言葉を思い出しました。 
「かんじんなことは目に見えないんだよ」 
小説の中で王子は、「心で見なくちゃ、ものごとはよく見えないってことさ。かんじんなことは、目に

見えないんだよ」と教えられます。ただ目に映るものが必ずしも真実とは言えないこと、心の目で見るこ
とが大切であると、『星の王子さま』は伝えています。 

視点を学校生活に移すと、「心の目で見る」ことは、やはりとても大切です。「心の目で見る」ことを
意識すると、友達をより理解しようと努め、そして、友達のことをより考えるようになります。その結
果、友達の優しさ、温かさを感じるようになり、「思いやりの心」がより育ってくると思うのです。そこ
で私は、この旅の経験も踏まえ、「心の目で見る」ことの大切さを、子どもたちに引き続き伝えていこう
と強く思いました。 
 
「思いやり」溢れる、岩槻小の子どもたちを思い浮かべながら、帰路に就きました。  
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校 長 中島 悟   令和５年８月２９日（火） ８・９月号 

  〒339－0057 さいたま市岩槻区本町 5-6-45 TEL：048-756-3341 

 ＨＰ：https://iwatsuki-e.saitama-city.ed.jp/   Ｅ-mail：iwatsuki- e @ s a i t a m a - c i t y . e d . j p 

 
 

岩槻小だより槻の二葉  

  

児童数 男子 185 名 女子 199 名 計 384 名 

８・９月の生活目標 

ろう下や階段の右側を歩こう 

学校の教育目標 

  豊かな心をもち、自己の

能力（よさ）を最大限に発揮

できる、心身共に健全な子

どもを育成する。 

下校時刻 

※６時間授業【給食あり】…１５：３０頃下校 

※５時間授業【給食あり】…１４：４５頃下校 

※３時間授業【給食なし】…１１：４５頃下校 

８・９月の行事予定 
日 曜 ８月 の 行 事 朝の活動 １年 2年 3年 4年 5年 6年

29 火 始業式　通常日課３時間授業（11：45頃下校） 学級の時間 ③ ③ ③ ③ ③ ③

30 水 給食開始
基礎・基本（１組）

G・S（２組） 5 5 6 6 6 6

31 木
G・S（１組）

基礎・基本（２組） 5 5 5 5 5 5

日 曜 ９月 の 行 事 朝の活動 １年 2年 3年 4年 5年 6年

1 金 G・S 5 5 5 6 6 6

2 土

3 日

4 月
委員会活動　教育実習開始（９月２９日まで）

SC・SSW
読書タイム 5 5 5 5 6 6

5 火 教育相談週間 生活朝会 5 6 6 6 6 6

6 水
基礎・基本（１組）

G・S（２組） 5 5 6 6 6 6

7 木
G・S（１組）

基礎・基本（２組） 5 5 5 5 5 5

8 金
安全点検日　修学旅行説明会（６年）

インターネットセキュリティ教室（5年）
G・S 5 5 5 6 6 6

9 土

10 日

11 月 クラブ活動 読書タイム 5 5 5 ⑥ 6 6

12 火 音楽朝会 5 6 6 6 6 6

13 水
基礎・基本（１組）

G・S（２組） 5 5 6 6 6 6

14 木 景観教室（３年　２・３校時）
G・S（１組）

基礎・基本（２組） 5 5 5 5 5 5

15 金 G・S 5 5 5 6 6 6

16 土

17 日

18 月 敬老の日

19 火 SC・SSW 体育朝会 5 6 6 6 6 6

20 水
基礎・基本（１組）

G・S（２組） 5 5 6 6 6 6

21 木
G・S（１組）

基礎・基本（２組） 5 5 5 5 5 5

22 金 ５年社会科見学 G・S 5 5 5 6 6 6

23 土 秋分の日

24 日

25 月 クラブ活動　SSW 読書タイム 5 5 5 ⑥ 6 6

26 火 お話朝会 5 6 6 6 6 6

27 水 秋の交流会（なかよし）
基礎・基本（１組）

G・S（２組） 5 5 6 6 6 6

28 木
G・S（１組）

基礎・基本（２組） 5 5 5 5 5 5

29 金 親善バスケットボール大会 G・S 5 5 5 6 6 6

30 土

ＳＣ…スクールカウンセラー　　　ＳＳＷ…スクールソーシャルワーカー

〇数字は、通常の時間割と変更あり

いじめ防止シンポジウム開催される 

８月２４日（木）に、「さいたま市

いじめ防止シンポジウム」がレイボッ

クホールで開催されました。これは、

市立小・中・高等・中等教育・特別支

援学校の児童生徒代表、教職員、保護

者、地域団体、関係行政機関が一堂に

会し、市を挙げて、いじめ防止等につ

いて考える取組です。本校でも６年生

の原田さん、校長先生、金杉先生の３

名が参加しました。今回のシンポジウ

ムでは、いじめ防止に向けた代表校に

よる取組の報告・発表や、「Resilience

～最後まで諦めず、続ける力～」をテ

ーマに、武川教育委員会委員（タケカ

ワユキヒデさん：ゴダイゴ）の講演が

あり、参加した全員でいじめの問題に

ついて考えました。本校でも、いじめ

のない学校づくりをさらに進めてい

きたいと思います。 

 心を元気にする４つの言葉 

☆★校庭で遊ぶことができる時間★☆ 
８，９月…17：00 まで 
10 月から…16：30 まで 
児童の安全・安心のためによろしく 

お願いします。 

＜岩槻まつり 鼓笛隊パレード＞ 


